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2025 年 2 月 28 日 

報道関係者各位 

代表企業 三井不動産株式会社 
京浜急行電鉄株式会社 

  株式会社ディー・エヌ・エー 
東急株式会社 

 横浜市初の大型 Park-PFI 事業 
JR「関内」駅前「横浜市大通り公園１区～3 区リニューアル事業」 

基本協定書締結 
 

・JR「関内」駅前「横浜市大通り公園１区～3区リニューアル事業」の事業者に4社が選定され、横浜市と基本協定書を

締結 

・大通り公園全8区のうちJR関内駅側の１区～3区をリニューアル、2027年春に開園予定 

・4社は近接する「BASEGATE横浜関内」の事業者でもあり、「大通り公園」と「BASEGATE横浜関内」の連携により、 

関内駅周辺の賑わいを一層高め、市民に愛され親しまれる公園を実現し、豊かな緑のある関内の街づくりに寄与 

三井不動産株式会社を代表企業とする、京浜急行電鉄株式会社、株式会社ディー・エヌ・エー、東急株式会社の4社

（以下、「本事業者」）は、横浜市初の大型Park-PFI事業（※1）である「横浜市大通り公園1区～3区リニューアル事業(以

下、「本プロジェクト」)」に選定され、2025年2月19日に基本協定書を横浜市と締結いたしました。なお、本プロジェクトは

2027年春に開園を予定しております。 

大通り公園は、JR「関内」駅徒歩1分、横浜市営地下鉄「伊勢佐木長者町」駅直結の全長1.2kmにおよぶ街路型公園

で、関内・関外地区で貴重な緑を有する横浜市を代表する公園です。現在公園全体（1区～8区）でリニューアルが進め

られており、本プロジェクト（1区～3区）の対象範囲の総面積は約14,930㎡。近接する「BASEGATE横浜関内（※2）」の事

業者でもある4社が、横浜市によるまちづくり方針「関内駅周辺地区エリアコンセプトプラン」を踏まえ「LIVE（活き活きと暮ら

す）×PARK」をコンセプトに、公園の将来像を示した「大通り公園パークマネジメントプラン」に沿って本プロジェクトを推進し

ます。市民に愛され親しまれる公園となり、豊かな花や緑の中で多様な人が訪れ、滞在や交流ができる憩いの空間の実

現を目指します。また、「BASEGATE横浜関内」とイベントや情報発信など様々な分野で連携することで関内駅周辺にさら

なる賑わいを創出し、エリア全体の潤いのある街づくりに寄与します。 

 

 

 

 

 
                                                                                                                                                                                           

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 Park-PFIとは、2017年の都市公園法（1956年法律第79号）改正により新たに設けられた、飲食店、売店等の公園利用者の利便の向上に資する公募

対象公園施設の設置と、当該施設から生ずる収益を活用して一般の公園利用者が利用できる園路、広場等の特定公園施設の整備・改修等を一体的

に行う者を公募により選定する都市公園法に基づく「公募設置管理制度」を活用した事業です。 

※2 「BASEGATE横浜関内」の最新のリリースは以下をご参照ください。https://www.mitsuifudosan.co.jp/corporate/news/2024/1113/ 
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■リニューアルコンセプト 

本プロジェクトのコンセプトである「LIVE（活き活きと暮らす）×PARK」の実現のため、1 区～3 区それぞれに以下の

「LIVE」をテーマとした場の整備を計画しています。 

・1 区「LIVE GREEN(憩い)」：GREEN に親しみを感じる設えを整え、楽しめる場を整備 

・2 区「LIVE FESTA(賑わい)」：イベント広場を整備し、公園内に賑わいを創出 

・3 区「LIVE INTERACTION(交流)」：公園内に多世代の交流を生み出す仕組み作りを推進 

■計画概要 ※現時点での計画イメージであり、変更となる場合があります。 

公園利用者の多様な過ごし方に応えるため、1 区にウェルカムガーデン、2 区にイベント広場、3 区に子どもたちが遊

べるプレイグラウンドを整備します。また、1 区～3 区の全てに飲食店舗や休憩所を配置し、周辺にはデッキテラスを設

け、花や緑を楽しみながら滞在できる空間を創出します。加えて、大通り公園のシンボルであるメタセコイア並木を保存し、

新たな植栽による緑の軸線の強化や生育環境改善によるグリーンインフラ機能の向上を目指します。 

■事業概要 

・名 称：（仮称）大通り公園 1 区～3 区リニューアル事業 

・計 画 地：神奈川県横浜市中区長者町 5 丁目 55-2 

・公 園 種 別：地区公園 

・敷 地 面 積：約 14,930 ㎡ (1 区:約 3,120 ㎡、2 区:約 5,110 ㎡、3 区:約 6,700 ㎡)  

 ※1～8 区全体約 35,700 ㎡ 

・主な整備内容(想定)：1 区：ウェルカムガーデン、芝生広場、デッキテラス、飲食店舗 

2 区：イベント広場、ルーフトップテラス、デッキテラス、飲食店舗 

3 区：プレイグラウンド、会員制農園、飲食・物販店舗 

 

・事業スケジュール： 

2024 年１0 月 事業予定者決定 

2025 年 2 月 基本協定書締結 

2026 年 1 月 工事開始予定 

2027 年  春  竣工・開園予定 
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【位置図】 

 

■本事業におけるＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）への貢献について 

2015 年の国連サミットで採択された 2030 年に向けての国際目標 「ＳＤＧｓ：持続可能な開発目標」。17 の目標と 169

のターゲットが定められており、様々な主体が連携しての取組が求められています。本プロジェクトでは、特に以下の 5 つ

の目標への貢献を意識して実施します。 

 

 

 

 

 

※本リリースに掲載されているパース等はイメージであり、今後の関係各所との協議・検討により変更となる可能性があります。 

 


